
社会価値創造に向けた
ＮＥＣの研究開発

２０１３年１２月３日

ＮＥＣ 執行役員

江村 克己
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「安全・安心な暮らし」、 「効率的な資源活用」 などの

課題解決を目指す 「新しい社会インフラ」 が重要に

エネルギー需要

倍1.8
食料需要

倍1.7
温室効果ガス

倍1.5
水需要

倍1.6

世界経済規模 倍４

人口の増大をベースにした経済成長が期待される一方で・・・

※

世界人口70億人 億人90 都市に住む人口50％ %70
（1.3倍）

（現在 ⇒ 2050年）

（出典 ： 国連、ＦＡＯ、ＯＥＣＤ、ＰＷＣ、ＩＭＦ）

これからの社会



Page 5 © NEC Corporation 2013

NECが注力する社会ソリューション事業

流通・物流 防災・セキュリティエネルギー・気象 交通農業 医療製造

ICTで世界中の社会インフラの高度化を支える

社会価値の創造

・・・

人が生きる、豊かに生きるための社会インフラを、ICTを通して提供する
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リアルワールドの課題に取り組むお客様との共創

• お客様が目指す社会課題解決へICTが直接刺さる
• NECの持つリアルの強みを活かして課題解決

お客様ＮＥＣ

リアルに強みを持つＩＣＴ

最適化・
制御

最適化・
制御

データ
アナリティクス
データ
アナリティクス

データ
収集
データ
収集

データ分析基盤データ分析基盤

社会価値の創造

社会サービスの質向上に伴い、
ICTの重要性が今後更に拡大

領域ナレッジ

・・・

流通・物流

防災・セキュリティ

エネルギー・気象

交通

農業

医療

製造
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社会インフラ高度化を支えるNECの技術

社会価値の創造

ビッグデータからの

予知・予測

社会インフラの
故障予兆監視

自動車、列車、航空機、
船舶などの品質管理

製造プラントの
故障予兆監視

発電所の
故障予兆監視

ICTを活用したNECならではの価値提供の機会が拡大

今
後
の
展
開NEC お客様

実世界の

情報収集

出入国管理の
効率化

公共空間の異変察知

あらゆる動線の
見える化

暗闇・悪天候時の
映像監視

リアルに
強みを
持つＩＣＴ

インバリアント
分析技術

異種混合
学習技術

認識技術
振動

センシング

領域
ナレッジ



Page 8 © NEC Corporation 2013

ICTによる社会インフラの高度化

））））））

））））））

）））

）））

）））
）））

海底

空港

港

工場

鉄道

道路

銀行

企業 電波塔

放送局

重要施設

郵便局

物流基地

病院

行政

消防署
通信 小売店

エネルギー

ダム・水道

宇宙

光海底ケーブル

海底地震計

航空管制

指紋認証

銀行ＡＴＭ

各種業務システム

デジタルＴＶ送信

ＴＶスタジオ

電子カルテ

電子政府
水管理

漏水検知 ＰＯＳ

港湾監視

水中監視

生産管理
工場管理

鉄道通信 交通管制 施設監視 郵便区分機
物流

消防システム

通信システム
スマートエネルギー

衛星通信・地球観測

次世代ネットワーク技術

高性能・高信頼 ＩＴ基盤技術

各種センサ・ヒューマンインターフェース技術

テレコム
キャリア

パブリック
エンター
プライズ

スマート
エネルギー事業領域：

社会インフラを支えるＮＥＣのＩＣＴ

NECは、ICTを活用した社会インフラの
高度化領域へ経営資源を集中

ＳＤＮ
ソリューション

ビッグデータ
ソリューション

パブリック
セーフティ

ソリューション

スマート
エネルギー

ソリューション
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No.1/Only 1技術を継続的に創出

SDNデータ収集 データアナリティクス・
データ分析基盤

リアルタイム
超解像技術を開発

雑音環境下でも強い
音声認識

大規模プラント向け
予兆監視システム

（インバリアント分析）

100個以上の物体を
識別する画像認識

群衆行動解析

Hadoop機械学習
10倍高速化

データベース上での
秘匿計算技術

金融向けハードウェア
設計高速化技術

エネルギー

世界No.1精度
テキスト含意認識

北米SDN研究
コンソーシアム参画

待機電力ゼロ回路
基本原理実証

低温排熱からの
熱電変換デバイス

独自アルゴリズム
異種混合学習技術

センサ機器用の
高速・軽量暗号技術

リチウムイオン電池
密度30%向上

高感度映像の
鮮明化技術

ビル電力需要予測

コアネットワーク向け
SDNスイッチ開発

プレゼンスセンシング
システム

広域SDNに向けた
プロジェクト参画

日米間SDN仮想網
構築

NEC BIGLOBE
データセンタSDN化 データセンタ

空調電力50%削減

NEC神奈川DC
新冷却技術導入

vCPE技術
テレフォニカ共同研究

テキスト含意認識
従来比24000倍高速化

モバイル通信速度
推定技術

大規模災害時
通信混雑緩和技術

2013
年度

2012
年度

ＳＤＮ
ソリューション

ビッグデータ
ソリューション

パブリック
セーフティ

ソリューション

スマート
エネルギー

ソリューション
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NECのソリューションを支えるＲ＆Ｄ

No.1/Only 1技術の創出・組み合わせにより
社会インフラを高度化し、現事業・将来事業に貢献

No.1/Only 1技術

ビッグデータ

SDN

パブリックセーフティ

・・・

重要施設監視ＳＬ

商品需要予測ＳＬ

プラント故障予兆監視ＳＬ

データセンター向けＳＬ

テレコムキャリア向けＳＬ

省庁間連携ＳＬ

超解像

テキスト含意認識

異種混合学習

群衆行動解析

インバリアント分析

顔画像認識

ＯｐｅｎＦｌｏｗ

NECのソリューション

ソフトウェア無線

コグニティブ無線新野外通信システム

・・・

・・・

・・・

・・・



Page 11 © NEC Corporation 2013

目 次

▌環境認識

▌Ｒ＆Ｄ戦略

▌社会価値を創造するＲ＆Ｄ

▌ＮＥＣの成長に資するＲ＆Ｄを推進するために



Page 12 © NEC Corporation 2013

社会課題解決に向けたイノベーション

コア技術創出、必要な技術の組み合わせに加え、
お客様との価値創造を通じ、社会課題を解決

コア技術
の創出

社内外の
技術

必要な技術の
組み合わせ

お客様との
価値創造

温暖化

都市集中

人口増加

エネルギー
需要増加

食料
需要増加

水需要
増加

研究機関/企業/大学と
コラボレーション

社会課題解決へ
アプローチ

社会課題解決へ
アプローチ

No.1/Only 1
技術

R&Dエコシステム
構築
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水監視

農業監視

インフラ監視

NECの研究開発が目指す方向

ソリューションの適用対象と市場を拡大して
オペレーション領域へ展開し、NECの変革を支える

ソリューションの適用領域を拡大

市
場
拡
大

現事業への貢献

ビッグデータビッグデータ

SDNSDN

パブリックセーフティパブリックセーフティ

・
・
・

オペレーション領域へ

シンガポール研開設 都市広域監視

社会インフラ運用

電力インフラ運用

水道インフラ運用

金融取引

最適化・
制御

最適化・
制御

予知・
予測
予知・
予測

見える化見える化
価値
創造

大学連携の強化

顧客との連携強化
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▌安全・安心・快適な街作りのための都市オペレーション

▌Singapore Safe City Test Bed に主導企業として参画

オペレーション領域への取組み ～都市のスマート化～

Blog
SNS サイバー情報

監視

イベント検知

映像監視

イベント抽出

リアル情報・
サイバー情報の

統合分析

安全・安心・快適
都市の実現

自動通報
アラーム

ゲート制御

データアナリティクス 社会価値創造データ収集実世界 最適化・制御

→政府・自治体に新たな価値を提供
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中央研究所のミッション・ビジョン

「豊かな社会」の実現に貢献する先進技術を
生み出し続け、ＮＥＣの成長を牽引する

「豊かな社会」の実現に貢献する先進技術を
生み出し続け、ＮＥＣの成長を牽引する

「価値共創研究所」

No.1／Only1技術を梃子に、お客様と価値を作り出していく

ミッション

ビジョン
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流通・物流 防災・セキュリティエネルギー・気象 交通農業 医療製造

・・・

社会インフラの高度化にむけて、7つの研究領域に注力

カスタマイズ最小化サービス構築

エネルギー利用効率化エネルギー

予知・予測データアナリティクス

見える化の対象増大データ収集

リアルタイムデータ分析基盤

漏洩リスク対策セキュリティ

個別最適ネットワーキング

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ

NECの成長に貢献するR&D

グローバル展開容易化

個人/社会の利便へ転換

制御・最適化

未知攻撃への防御

全体最適

(1)
(2)
(3)
(4)
(5)
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ビッグデータ利活用を推進するNECの独自技術

予知・予測

分析ﾌﾟﾛｾｽ最適化

異種混合学習

インバリアント分析

テキスト含意認識

データアナリティクス

超解像・顔認証

実世界情報

プレゼンス
センシング

データ収集

群集監視

最
適
化
・制
御

言語解析

データ分析基盤

適応型
コンピューティング

並列・
ベクトル化演算

都市広域監視

社会インフラ運用

電力インフラ運用

水道インフラ運用

金融取引

最
適
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン

リアルタイム&ダイナミック

見える化 社会価値創造
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(1) データ収集: 世界最高の認識技術の活用

OCR技術 (郵便番号、帳票等)

指紋認証技術

顔認証技術

郵便宛名
読取り区分機 帳票OCR

指紋認証

顔認証

1960年代～

半世紀におよぶ認識技術開発の歴史の中で

質・量ともに世界最高の認識技術を保有

ダントツ

テキスト

パターン

画像 映像

音声認識技術

映像認識技術

振動自然言語処理技術 No.1 ※2

No.1 ※1

No.1 ※1

※1米国NISTのベンチマークテストで1位を獲得

※2米国NISTの
TAC-RTEで

1位を獲得

音声

自然言語処理
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多様な意味理解と耐環境変動処理により、

従来手に入らなかった実世界データの収集・分析を実現

意図

ふるまい

外見

個別 まるごと

群衆行動解析
ﾌﾟﾚｾﾞﾝｽｾﾝｼﾝｸﾞ

新規事業創出未来事象の兆しを見える化

耐環境
変動処理

顔認識

感情理解

動作認識

ｼｰﾝまるごと
認識

効率的な
社会ｲﾝﾌﾗ保守

都市の
広域監視・運営

スマートな
店舗運営

(1) データ収集: 扱えるデータの量・質の拡大

理解の規模

理解の深さ
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情報論的
学習理論

SVM
ニューラル
ネットワーク

大域的変化検出大域的変化検出
外れ値検出外れ値検出

リ
ア

ル
タ

イ
ム

/ダ
イ

ナ
ミ

ッ
ク

複雑系に強い
分析エンジン群

ヘテロ

変化点検出変化点検出

トレンド分析トレンド分析

異常行動検出異常行動検出

非線形構造特定非線形構造特定

トピック分析トピック分析

自由記述文解析自由記述文解析

ディープ
ラーニング

異種混合
学習

実世界の複雑かつ膨大なデータ分析に強い

多種多様な分析エンジン群と分析プロセスの高度最適化

ダントツ

物理システム
異常検知

物理システム
異常検知

(2)データアナリティクス: 複雑系に強い分析エンジン群

需要予測型
自動発注

需要予測型
自動発注

Only 1

Only 1

2000

2001

2004
2005

2002

2004
2008

2009



Page 22 © NEC Corporation 2013

電力インフラの
運用スマート化

水道インフラの
運用スマート化

流通・物流の
スマート運用

新規事業創出ダントツの分析エンジン群

「いつもと違う挙動」を発見

インバリアント分析
簡単に複数の規則性を導出

異種混合学習

分析プロセスの一部自動化

分析ﾌﾟﾛｾｽ最適化
文章全体の文意理解

テキスト含意認識

世界初 世界初

No.1※

最適化
制御

世界初

(2) データアナリティクス: 分析エンジン高度化

※2米国NISTのTAC-RTEで1位を獲得

ビッグデータを読み解く分析エンジンと最適化制御により、

効率的な社会インフラ運用を実現
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(3) データ分析基盤: 並列ベクトル化ソフトウェア技術

ES-2

1990 2000 2010

長年にわたるスーパーコンピュータ開発の歴史の中で

並列・ベクトル化ソフトウェア技術で圧倒的な性能を実現

ダントツ

自動ベクトル化コンパイラ

自動共有並列化

分散並列化 MPI-SX

自動分散並列化HPF

100ノード超クラスタ対応

SX-2 SX-5SX-4

地球シミュレータ
Top500 第1位

SX-3ベクトル
性能 1位

SX-6 SX-ACESX-3

ソフトウェア技術
(並列ベクトル処理)

Gordon Bell賞※

最高性能賞/言語賞

※Gordon Bell賞: ハイ・パフォーマンス・コンピューティング分野で最も権威がある賞

ハードウェア技術

ハードウェア性能を
限界まで引き出す
並列・ベクトル化
ソフトウェア技術
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リアルタイム
処理基盤

高速化と低コスト化を追求し、

リアルタイムオペレーションに最適なプラットフォームを実現

高

低

大 小

適応型
ｺﾝﾋﾟｭｰﾃｨﾝｸﾞ実用性の壁

新規事業創出

都市の
広域監視・運営

時機を逃さない
推薦サービス

リアルタイム処理基盤

(3) データ分析基盤: リアルタイム性の徹底追求

並列
ﾍﾞｸﾄﾙ化

リアルタイム性

分析収集
エンジン

超低遅延の
金融取引

コスト
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(4) ネットワーキング: SDNの最先端を拓くNEC

スタンフォード大学との連携を軸にSDNの最先端技術を開発

SDNの価値を現場で実証、ノウハウを蓄積

201020092008 2011 2012 2013

OpenFlowの研究開発

Open Networking Foundation

Open Networking 
Research Center 

(旧Open Network Consortium)

(設立時から加盟)
OpenFlow 仕様策定・標準化

★世界初のOpenFlow対応製品

アーキテクチャWG、コンフィグWGを主導

(設立時から加盟)
SDNの研究開発を主導

OpenFlow製品技術を開発

金沢大学附属病院(2012年) NECビッグローブ
(2013年)

SDN製品の
適用事例 ネットワーク構築と

サーバ構築の時間が
2週間から10分に短縮

IaaSをSDN化
医療業務ネットワークの

効率管理

運用に関わる
人的コスト80％削減
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スケーラブルフレキシブル

圧倒的な運用効率化とコスト削減

個別最適化から全体最適化への展開で

圧倒的な運用効率化とコスト削減を実現

時間

売上/コスト
売上(頭打ち)

設備・運用コスト
(増加傾向)

コストダウン コストダウン

利益

①マルチレイヤ
統合制御

②マルチネットワーク
連携制御

統合

IPレイヤ

パケット
レイヤ

トランスポー
トレイヤ

光

無線

(4) ネットワーキング: 大規模化対応で全体最適化を可能に

データセンタ

モバイルコア

モバイル
バックホール

無線アクセス

連携

②ネットワークの
利用効率を最大化
(ﾏﾙﾁﾈｯﾄﾜｰｸ連携制御)

①冗長設備の削減
(マルチレイヤ統合制御)
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ネットワーク
不正検知

ネットワーク
不正検知

解
析

対
象

シ
ス

テ
ム

の
ス

ケ
ー

ル 世界最強の暗号技術と世界最強の暗号技術と
大規模システムの

動作解析技術

データセキュリティ

端末情報
漏えい対策
端末情報

漏えい対策

クラウド
アクセス制御

クラウド
アクセス制御

クラウド
不正検知
クラウド

不正検知

データベース
暗号

データベース
暗号

組込向け
暗号

組込向け
暗号官庁向け

暗号
官庁向け

暗号

世界最強レベルの暗号技術と

大規模ICTの動作解析技術で高いシステムセキュリティ基盤を構築

(5) セキュリティ: 強くて安全なセキュリティ技術

世界最強暗号

CIPHER UNICORN

一切復号不要な

秘匿計算

機械学習

システムセキュリティ

世界初のIT/NW統合

アクセス制御

暗号性能(強さ×軽量性)

No.1

Only 1

世界最軽量暗号

TWINE No.1

No.1

ダントツ

1998

2000

2008

1995
2005

2013
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データ復号不要なデータベース

秘匿計算
データ復号不要なデータベース

秘匿計算

様々なワークスタイルに対応できる柔軟な

SDNアクセス制御
様々なワークスタイルに対応できる柔軟な

SDNアクセス制御

大規模・高速な

パーソナルデータ匿名化
大規模・高速な

パーソナルデータ匿名化

編集に強い違法コピー画像発見

ビデオシグネチャ
編集に強い違法コピー画像発見

ビデオシグネチャ

従来よりも24000倍高速

業務ドキュメント分析
従来よりも24000倍高速

業務ドキュメント分析

標的型攻撃リスクの
最小化

業務リスクの最小化

世界初

No.1

No.1

No.1

No.1

(5) セキュリティ: 高度化・多様化する脅威に対抗

世界最強の暗号技術と大規模システム解析技術を活用した

システムセキュリティ基盤で、高度化・多様化する脅威に対抗

システムセキュリティシステムセキュリティ

プライバシー保護プライバシー保護

コンプライアンスコンプライアンス

著作権保護著作権保護
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「社会価値を創造するR&D」のまとめ

データアナリティクス

データ収集

データ分析基盤

セキュリティ

ネットワーキング

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ

効率的な
社会ｲﾝﾌﾗ保守

都市の
広域監視・運営

スマートな
店舗運営

超低遅延の
金融取引

都市の
広域監視・運営

時機を逃さない
推薦サービス

業務リスクの最小化

圧倒的な運用効率化とコスト削減

標的型攻撃リスクの最小化

電力インフラの
運用スマート化

水道インフラの
運用スマート化

流通・物流の
スマート運用

注力研究領域

社会価値の創造

新規事業領域
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目 次

▌環境認識

▌Ｒ＆Ｄ戦略

▌社会価値を創造するＲ＆Ｄ

▌ＮＥＣの成長に資するＲ＆Ｄを推進するために
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R&D投資効率の最大化に向けて

更なるNo.1/
Only 1技術の

創出加速

更なるNo.1/
Only 1技術の

創出加速

1

お客様との
価値創造
お客様との
価値創造

2

グローバルR＆Dの
強化

グローバルR＆Dの
強化

3

l注力研究領域への投資の集中

l新たなシーズ探索の強化

lお客様（First Customer）との共創による
事業化の加速

lグローバル事業加速に向けた取組み
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技術探索

新たなシーズ探索の強化

事
業
展
開

次期中計(2015年~)の大型事業創出につなげるため、
オープンイノベーションを軸としたシーズの探索活動を強化

内外ベンチャー
ファンド

アカデミア・
外部研究機関

学会・展示会
研究テーマ

シーズ探索フェーズ 絞込・実証フェーズ

オープン
イノベーション

シーズ開拓

技術・情報
獲得

•インフラ劣化診断
•環境/自然災害対応
•社会システムデザイン
•生体に学ぶ情報処理

例
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お客様との価値創造例

中国電力株式会社 株式会社大林組

インバリアント分析技術を用いた

プラント異常予兆検知

お客様（First Customer）との共創により事業化を加速

株式会社三井住友銀行

テキスト分析を用いた

情報ガバナンス強化

大手小売業

異種混合学習技術を用いた

商品自動発注

異種混合学習技術を用いた

電力需要予測

三菱重工業株式会社

異種混合学習技術に用いた

船舶向けエネルギー
需要予測システム

社内実証を含め、現場での
価値創造活動を強化



Page 34 © NEC Corporation 2013

グローバル事業加速に向けた取り組み

海外事業への弾出し強化に向け、
R&Dのグローバル化を推進

シンガポール研究所（9月開所）を始めとして、各拠点（日・
米・欧・中）での現地顧客との共創による実証活動強化

大学連携を核としたR&Dエコシステムの高度化

グローバル人材の獲得と育成の推進

例：若手研究者の新興国派遣(留職プログラム)
インド工科大学（IIT）からの優秀人材の直接採用 等

具体的な取り組み



Page 35 © NEC Corporation 2013

グローバル事業への貢献に向けた取組み

No.1/Only 1
技術の創出

シンガポール研
（9月開所）

シンガポール研
（9月開所）

中国研中国研 中研(日本)中研(日本)欧州研欧州研北米研北米研

強い技術を社会価値創出につなげる新たなR&Dに挑戦

各拠点の技術を元にした
社会ソリューションの共創

ソリューションの
グローバル展開
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（事例） シンガポールでの実証実験

NEC研究所
（日・米・欧・中）

シンガポール研究所

パートナー

シンガポール
政府機関 各種データ

映像解析による
群衆の発見

サイバー情報監視

・・・

映像

先端技術をソリューション化し、交通，産業等を含めた
都市全体の最適なオペレーションの提供へ

センサ

テキスト

Only 1Only 1

No.1No.1
犯罪や災害から
市街地を守る
システムを開発

シンガポールの安全・安心を維持する
Singapore Safe City Test Bedに主導企業として参画
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グローバル事業拡大に向けた共創の場の創造
～スマートウォーターマネジメント～

▌直近の課題（漏水検知）から、水道事業者との協業により
将来（ウォーターマネジメント）に向けたソリューション創造へ展開

海外顧客・研究機関と連携し、グローバルな社会課題解決へ

英・インペリアル大との
漏水検知の共同研究
英・インペリアル大との
漏水検知の共同研究

振動センシング技術による
水道管の劣化診断

水質監視ソリューション、
水圧センサ等

英・水道事業者を加えた
ウォーターマネジメントの共同実証

英・水道事業者を加えた
ウォーターマネジメントの共同実証

異種混合学習技術による
水需要予測ソリューション

水圧遠隔制御，モデリング等の
水道網の制御技術

管の劣化度、水圧、使用量等、
水道管網の各種データ

水道事業者

水
道
全
体
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
へ

欧米先進都市では、水道管劣化
による漏水での資源ロスが大き
な社会問題（ロンドン漏水率27%）
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まとめ

NEC中央研究所は、お客様と共創して新たな価値を創出

「価値共創研究所」の実現へ

コア技術
の創出

社内外の
技術

必要な技術の
組み合わせ

お客様との
価値創造

温暖化

都市集中

人口増加

エネルギー
需要増加

食料
需要増加

水需要
増加

研究機関/企業/大学と
コラボレーション

社会課題解決へ
アプローチ

社会課題解決へ
アプローチ

• Ｎｏ．１／Ｏｎｌｙ１の技術の創出
• お客様との実証活動により社会価値を創造
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NECグループビジョン2017

To be a leading global company 
leveraging the power of innovation

to realize an information society 
friendly to humans and the earth

NEC Group Vision 2017

人と地球にやさしい情報社会を

イノベーションで実現する

グローバルリーディングカンパニー
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＜将来予想に関する注意＞

本資料には日本電気株式会社および連結子会社 （以下ＮＥＣと総称します。） の戦略、財務目標、技術、製品、サービス、業績等に関

する将来予想に関する記述が含まれています。将来予想は、ＮＥＣが金融商品取引所や関東財務局長等の規制当局に提出する他の資

料および株主向けの報告書その他の通知に記載されている場合があります。ＮＥＣは、そのような開示を行う場合、将来予想に関する

セーフハーバー （ｓａｆｅ-ｈａｒｂｏｒ） ルールに準拠しています。これらの記述は、現在入手可能な仮定やデータ、方法に基づいていますが、

そうした仮定やデータ、方法は必ずしも正しいとは限らず、ＮＥＣは予想された結果を実現できない場合があります。また、これら将来予

想に関する記述は、あくまでＮＥＣの分析や予想を記述したものであって、将来の業績を保証するものではありません。このため、これら

の記述を過度に信頼することは控えるようお願いします。また、これらの記述はリスクや不確定な要因を含んでおり、様々な要因により実

際の結果とは大きく異なりうることをあらかじめご了承願います。実際の結果に影響を与える要因には、(1)ＮＥＣの事業領域を取り巻く

国際経済・経済全般の情勢、(2)市場におけるＮＥＣの製品、サービスに対する需要変動や競争激化による価格下落圧力、(3)激しい競

争にさらされた市場においてＮＥＣが引き続き顧客に受け入れられる製品、サービスを提供し続けていくことができる能力、(4)ＮＥＣが中

国等の海外市場において事業を拡大していく能力、(5)ＮＥＣの事業活動に関する規制の変更や不透明さ、潜在的な法的責任、(6)市場

環境の変化に応じてＮＥＣが経営構造を改革し、事業経営を適応させていく能力、(7)為替レート （特に米ドルと円との為替レート） の変

動、(8)ＮＥＣが保有する上場株式の減損をもたらす株価下落など、株式市場における好ましくない状況や動向、(9)ＮＥＣに対する規制

当局による措置や法的手続による影響等があります。将来予想に関する記述は、あくまでも公表日現在における予想です。新たなリス

クや不確定要因は随時生じるものであり、その発生や影響を予測することは不可能であります。また、新たな情報、将来の事象その他に

かかわらず、ＮＥＣがこれら将来予想に関する記述を見直すとは限りません。

本資料に含まれる経営目標は、予測や将来の業績に関する経営陣の現在の推定を表すものではなく、ＮＥＣが事業戦略を遂行すること

により経営陣が達成しようと努める目標を表すものです。

本資料に含まれる記述は、有価証券の募集を構成するものではありません。いかなる国・地域においても、法律上証券の登録が必要と

なる場合は、有価証券の登録を行う場合または登録の免除を受ける場合を除き、有価証券の募集または売出しを行うことはできません。

（注）
当社の連結財務諸表作成に関する会計基準は 「日本会計基準」 を採用しています。
年度表記について、２０１１年度は２０１２年３月期、２０１２年度は２０１３年３月期 （以下同様） を表しています。


